
あ さ ひ コ ミ ュ ニ テ ィ だ よ り 令和 3 年９月１日発行

第
46
回
定
期
総
会

自 治 会 名 会　　 長 世帯数

駅 東 二 丁 目 根岸　彰雄 566

駅 東 澤口　茂利 1018

駅 南 町 覚 本　 徹 652

天神町（神山）新 井　 隆 78

旭 町 東 今野　政春 888

旭 町 西 長谷川　一 524

旭 町 南 大 塚　 稔 1772

稲 荷 町 伏木　耕作 240

緑 町 寺本　孝雄 301

大 聖 寺 佐藤　義数 510

南 城 南 中村　達彦 62

城 南 F P 高久　恵子 96

通 宿 東 三浦　淳三 967

末 広 町 田中　春水 130

三 峯 町 嶋田　積男 100

15自治会の合計 7,904

  参　考  
あさひコミュニティ推進協議会は現在
次の15の自治会で構成されています

（2021年5月25日現在）

近隣自治会の新たな参加を
お 待 ち し て お り ま す

　

今
年
は
５
月
17
日
に
総
会
開
催
を
予
定　

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
の
緊
急
対
応
で
、

集
合
し
て
の
総
会
は
開
催
不
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
に
続
い
て
、
議
案
を
書

面
で
審
議
し
、
承
認
し
て
い
た
だ
く
方
法

を
採
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
決
権
保
有
者
全
員
に
賛
否
を
お
聞
き

し
ま
し
た
結
果
、「
反
対
」
無
し
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
事
を
、ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
の
役
員
は
左
記
の
通
り
と
な
り

ま
し
た
。　
　

（
＊
は
新
任
の
方
を
示
す
）

会　

長　
　
　
　

澤
口　

茂
利（
駅　

東
）

副
会
長　
　
　
　

今
野　

政
春（
旭
町
東
）

副
会
長　
　
　
　

佐
藤　

義
数（
大
聖
寺
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副
会
長　
　
　
　

伏
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耕
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町
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覚
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東
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事　
　
　
　

新
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天
神
町
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事　
　
　

＊
長
谷
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旭
町
西
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理　

事　
　
　
　

寺
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孝
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町
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理　

事　
　
　
　

中
村　

達
彦（
南
城
南
）

理　

事　
　
　

＊
高
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恵
子（
城
南
Ｆ
Ｐ
）

理　

事　
　
　
　

三
浦　

淳
三（
通
宿
東
）

理　

事　
　
　
　

田
中　

春
水（
末
広
町
）

理　

事　
　
　
　

嶋
田　

積
男（
三　

峯
）

各
部
部
長
副
部
長
、

事
務
局
は
左
記
の
通
り

総
務
部
会

　
　

部　

長　
　

滝
沢　

洋
子（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　
　

藤
田　

里
美（
通
宿
東
）

　
　

副
部
長　
　

廣
澤　

克
則（
駅　

東
）

体
育
・
社
会
部
会

　
　

部　

長　
　

江
原　

輝
雄（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　
　

智
田　

信
夫（
旭
町
南
）

　
　

副
部
長　
　

小
堀　

行
則（
天
神
町
）

教
養
・
文
化
部
会

　
　

部　

長　
　

田
中　

瑞
恵（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　
　

望
月　

幸
子（
旭
町
東
）

　
　

副
部
長　
　

関　

比
佐
江（
旭
町
南
）

生
活
・
環
境
部
会

　
　

部　

長　
　

渡
辺
久
美
子（
駅　

東
）

　
　

副
部
長　
　

栗
林　

庸
子（
旭
町
東
）

　
　

副
部
長　
　

竹
内
ツ
ナ
子（
緑　

町
）

交
通
安
全
対
策
部
会

　
　

部　

長　
　

渡
辺　

一
夫（
旭
町
南
）

　
　

副
部
長　
　

三
田　

清　

（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　
　

石
本　

幸　

（
旭
町
東
）

広
報
部
会

　
　

部　

長　
　

勝
見　

眞
久（
旭
町
西
）

　
　

副
部
長　
　

岩
下　

勝
彦（
旭
町
南
）

　
　

副
部
長　
　

大
阿
久
憲
一（
大
聖
寺
）

施
設
管
理
運
営
事
業
部

　
　

部　

長　
　

大
江　

順
子（
旭
町
東
）

　
　

副
部
長　
　

堀
井　

信
行（
通
宿
東
）

　
　

副
部
長　
　

柿
沼　

俊
明（
大
聖
寺
）

本
部
事
務
局

　
　

局　

長　

＊
木
村　

和
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町
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大
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（
駅
東
二
）

　
　

庶　

務　
　

小
仁
所
一
恵（
旭
町
南
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飯
田　

千
冬（
旭
町
南
）

　
　
　
　
　
　
　

山
口　

寛
昌（
旭
町
南
）

　
　
　
　
　
　

＊
橋
本　

明
美（
駅　

東
）　

　
　
　

あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

澤
口
茂
利

　

１
９
７
１
年(

昭
和
46
年)

に
自
治
省(

当

時)

が
、
地
域
住
民
が
共
同
で
解
決
す
べ
き

課
題
に
対
し
て
住
民
の
組
織
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
創
設
を
提
案
し
、

「
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
定
事
業
」
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
小
山
市
で
は
旭

小
学
校
の
通
学
区
域
で
小
山
市
の
東
部
に
位

置
し
、
概
ね
平
坦
な
土
地
で
宅
地
・
工
場
用

地
と
し
て
恵
ま
れ
た
条
件
を
備
え
、
人
口
の

急
激
な
都
市
化
に
よ
っ
て
地
域
活
動
が
希
薄

に
な
り
、
新
旧
住
民
融
和
や
ゴ
ミ
収
集
所
の

設
置
等
の
課
題
が
生
ま
れ
て
い
た
「
旭
地
区
」

に
モ
デ
ル
地
区
指
定
を
提
案
し
、
１
９
７
６

年(

昭
和
51
年)

旭
地
区
と
近
隣
の
11
自
治

会
長
が
中
心
と
な
り
、
行
政
の
支
援
も
得

て
、「
旭
地
区
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
」
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

発
足
当
時
は
環
境
美
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

だ
よ
り
の
発
行
、
盆
踊
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

等
々
の
活
動
に
高
齢
者
壮
年
部
、
婦
人
部
、

青
年
部
、
子
供
部
と
、
年
代
別
の
活
動
が
中

心
で
し
た
が
、
そ
の
後
、「
お
ま
つ
り
広
場
」

で
演
技
や
作
品
が
展
示
さ
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
料
理
や
手
芸
講

習
会
等
を
開
く
に
つ
れ
、
古
く
か
ら
の
住
民

だ
け
の
近
所
つ
き
あ
い
か
ら
新
し
い
住
民
を

含
め
た
地
区
全
体
の
付
き
合
い
へ
と
広
が
り
、

新
旧
民
の
融
和
へ
と
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
７
８
年(

昭
和
53
年)

県

道
下
野
小
山
線
が
水
戸
線
を
越
え
る
陸
橋

下
の
「
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
の

落
成
、
１
９
９
９
年(

平
成
11
年)

に
は
現

在
の
ゆ
め
ま
ち
の
多
目
的
広
場
に
あ
っ
た
旧

国
道
事
務
所
の
跡
地
へ
の
移
転
、
組
織
の
変

更
や
名
称
の
変
更
を
経
て
現
在
の
「
あ
さ
ひ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
」
が
確
立
さ
れ
、

活
動
の
活
発
化
に
よ
り
地
域
の
人
た
ち
の
交

流
の
場
と
し
て
益
々
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
８
６
年(

昭
和
61
年)
か
ら
毎

年
開
催
し
て
き
た
「
お
ま
つ
り
広
場
」
は

１
９
９
７
年
に
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
」
へ
、

２
０
１
６
年
以
降
は
「
ゆ
め
ま
ち
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
祭
り
」
と
し
て
内
容
を
充
実
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
組
織
に
つ
い
て
は
執
行

部
（
本
部
会
）
を
設
置
し
、
毎
年
安
定
し
た

活
動
が
営
め
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年(

平
成
23
年)

に
「(

仮
称)

城
南
地
区
中
心
施
設
」
の
建
設
を
進
め
て
い

た
小
山
市
か
ら
管
理
運
営
を
担
う
指
定
管
理

者
と
な
る
こ
と
を
打
診
さ
れ
ま
し
た
。
経
験

の
な
い
事
業
の
開
始
に
つ
い
て
推
進
協
議
会

内
で
種
々
検
討
の
結
果
、
受
諾
す
る
こ
と
と

な
り
２
０
１
３
年(

平
成
25
年)

か
ら
小
山

市
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま

ち
）を
小
山
市
城
南
出
張
所
と
小
山
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
併
設
施
設
と
し
て
地
域

の
皆
様
、
小
山
市
の
支
援
を
受
け
て
指
定
管

理
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
は
地
域
に
根
ざ
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団

体
と
し
て
、
ま
た
全
市
民
を
対
象
と
し
た
市

の
施
設
の
管
理
者
と
し
て
の
二
つ
の
側
面
を

融
合
し
な
が
ら
、
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

併
せ
て
ご
利
用
の
皆
様
の
ご
意
見
を
反
映
し

な
が
ら
、
公
平
な
運
営
と
末
永
く
綺
麗
に
保

つ
こ
と
に
よ
っ
て
ゆ
め
ま
ち
を
心
地
よ
く
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

45
周
年
に
寄
せ
て

　
　

　

あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

木
村
和
子

　
２
０
１
９
年
12
月
頃
か
ら
世
界
中
に
蔓
延

し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
」
の
影
響
で
、

「
ゆ
め
ま
ち
」
も
一
時
期
小
山
市
か
ら
休

館
の
指
示
を
受
け
、
多
く
の
利
用
者
に
活

動
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　

２
０
２
０
年
度
は
感
染
防
止
の
た
め
、

計
画
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
ゆ

め
ま
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
を
含
め
殆
ど

が
実
施
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
ま

ち
」
の
部
屋
利
用
率
は
42
％
と
２
０
１
９

年
度
の
61
％
に
対
し
大
幅
に
落
ち
込
み
ま

し
た
。
臨
時
休
館
や
高
齢
の
メ
ン
バ
ー
が

多
い
サ
ー
ク
ル
の
活
動
自
粛
等
に
よ
る
も

の
で
し
た
。

　

館
で
は
感
染
防
止
の
た
め
、
消
毒
液
の

配
置
、
消
毒
の
徹
底
、
Ｃ
Ｏ
２
メ
ー
タ
ー

の
導
入
、
対
面
遮
蔽
板
の
準
備
等
、
感
染

症
拡
大
防
止
対
策
を
進
め
た
上
で
、
サ
ー

ク
ル
ご
と
に
、
各
々
の
感
染
拡
大
防
止
策

の
提
出
を
求
め
、
受
け
身
で
な
く
能
動
的

に
感
染
の
広
が
り
を
防
ぐ
意
識
を
持
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
ロ
ビ
ー
や
プ
レ
イ
ル
ー

ム
の
開
放
を
希
望
す
る
利
用
者
も
多
い
の

で
す
が
、
双
方
と
も
密
が
避
け
ら
れ
な
い

た
め
、
い
ま
だ
に
「
利
用
禁
止
」
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
は
、
早
く
感
染
拡
大
が
治
ま
り
、
元

通
り
の
「
ゆ
め
ま
ち
」
が
戻
っ
て
く
る
こ

と
を
、
会
長
以
下
、
役
員
、
館
ス
タ
ッ
フ
・

事
務
局
一
同
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

左よりコミュニティ推進協議会 木村事務局長、浅野正富小山市長、
コミュニティ推進協議会 澤口会長、コミュニティ推進協議会 伏木副会長

４５周年クリアファイル 表裏

－４５周年クリアファイルを市長へ贈呈（２月１８日）－

　

な
お
、
45
周
年
を
記
念
し
た
事
業
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
て
上

記
の
3
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
写
真

を
使
っ
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
制
作
し
、
会

員
全
戸
に
お
配
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

注
：
こ
の
記
事
は
本
来
今
年
4
月
発
行
予

定
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り
」
に
掲
載
予
定

で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
発
行
中
止
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
今
号
に
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。

あ
さ
ひ

  
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り

あ
さ
ひ

  
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り
編集責任者

あさひコミュニティ
推 進 協 議 会
発行責任者
澤 口 茂 利
編集責任者
勝 見 眞 久

ゆめまちの
ホームページは

で検索してください

「ゆめまち　小山」


